
JP123 宍道湖（しんじこ）  

島根県：松江市、出雲市、斐川町 

位置 N 35°26′ E 132°56′ 

面積 9,639ha 

 

環境構成【潟湖／河川】 

宍道湖は、中国山地の船通山を水源とする斐伊川の下流

部に位置する周囲約 45km の汽水湖で、2005 年に中海

と共にラムサール条約の登録湿地となった。松江市から

見る夕焼けは有名。ここで採れるヤマトシジミは全国一

の漁獲高を誇り、宍道湖七珍も有名。湖岸はほとんどが

コンクリート護岸で、斐伊川の河口部などわずかに砂州

とヨシ原が残っている。トンボの仲間のナゴヤサナエ

や、日本で宍道湖で初めて発見されたシンジコハゼなど

希少動物も多数生息している。 

 

選定理由 

A4i マガン・キンクロハジロ・スズガモ 

A4iii カモ類 

 

保護指定 

サイトの大部分（50～90％）に法的な担保がある。 

＜保護指定の内容＞ 

国指定鳥獣保護区（宍道湖） 

＜その他＞ 

ラムサール条約登録湿地 

 

保全への脅威 

・カメラマンのマナー低下 

・遊漁者の河口部への侵入 

・ヌートリアやブラックバスなど外来種の侵入 

 

鳥類の個体数、生息環境の現状 

・IBA サイトにおける重要な鳥類（IBA 選定基準種）の個体数の変化 

写真提供：佐藤仁志 



 変わらない 

・IBA 基準種の個体数のカウント調査実施の有無：有 

＜調査データの入手方法＞ 

日本野鳥の会島根県支部 

・IBA 選定基準種の個体数に影響するような、IBA サイト内の重要な生息環境の変化： 

変化はない 

・IBA 選定基準種の生息環境： 

良好（全域、もしくは 90％以上が最適の状態） 

・IBA エリアの保全管理計画の有無：有 

 

保全活動 

・環境管理：実施者（国土交通省） 

 内容：浅場造成やヨシの刈取りなど 

・環境教育活動：実施者（国交省、島根県、（公財）ホシザキグリーン財団など） 

 内容：水辺の環境学習など 

 「宍道湖グリーンパーク」の運営（（公財）ホシザキグリーン財団） 

 探鳥会（日本野鳥の会島根県支部） 

・保全のための人材育成活動：実施者（島根県など） 

 内容：島根県自然保護レンジャーなど 

・モニタリング調査：実施者（（公財）ホシザキグリーン財団、日本野鳥の会島根県支部） 

 内容：冬鳥のカウント調査（10 月～3 月に毎月実施） 

 

IBA サイトの保全に関係する地域のグループ 

・（公財）ホシザキグリーン財団 

・日本野鳥の会島根県支部 

 

見られる鳥 

冬期は、マガン、ヒシクイ、コハクチョウの集団越冬地。汽水湖としての特性から、ハジロ

カモ類、特にキンクロハジロが多い。キンクロハジロ、マガモなどのカモ類は、20 種程度

が 30,000～50,000 羽越冬する。マガンは毎年数が増えてきており、2006 年 1 月には 4,000

羽を越えるまでになった。またカリガネ１～２羽が越冬する。コハクチョウも 800 羽を越

え、斐伊川河口部がねぐらの中心であるが、宍道湖東北部の潟の内と呼ばれる小さな池を

400 羽を越える群れがねぐらとして利用する。これらの水鳥類のほか、周辺ではオジロワシ

やミサゴ、オオタカなどのタカ類が観察される。 

留鳥 
カイツブリ、ミサゴ、トビ、カワウ、カワセミ、イソシギ、バン、モズ、セグロセ

キレイ、ダイサギ、アオサギ、コサギ、ヒバリ 



夏鳥 ヨシゴイ、ツバメ、オオヨシキリ 

冬鳥 

カンムリカイツブリ、ハジロカイツブリ、マガン、ヒシクイ、コハクチョウ、マ

ガモ、カルガモ、コガモ、トモエガモ、ヒドリガモ、ヨシガモ、オカヨシガモ、

オナガガモ、ハシビロガモ、ホシハジロ、キンクロハジロ、スズガモ、ホオ

ジロガモ、ミコアイサ、ウミアイサ、カワアイサ、オオバン、タゲリ、セグロカ

モメ、カモメ、ユリカモメ、オジロワシ、オオタカ、ハイタカ、チュウヒ、ハイイ

ロチュウヒ、オオジュリン 

旅鳥 シギ・チドリ類、コヨシキリ、シマアジ、ヤツガシラ 

迷鳥 シジュウカラガン 

 

関連団体・自治体・施設等 

・宍道湖グリーンパーク  

・宍道湖自然館ゴビウス   



 


